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要旨

近年の機械翻訳技術の進歩により，単一言語間のみならず複数言語間での機械翻訳サービスを高品
質に提供できるようになってきている．
先行研究では，翻訳先を示す記号を文に追加することにより，単一言語間の翻訳モデルと同等のパラ
メータ数で多言語機械翻訳を実現できることが示されている．
本研究では，多言語翻訳モデルが各言語の特徴をどのような形で獲得し，また獲得された特徴を翻訳
結果に反映させることができるかを明らかにすることを目指す．
そのために，言語間の比較により言語がもつ普遍性を研究する分野である言語類型論に着目し，文に
挿入されている記号へ言語類型論特徴を導入する方法を提案した上で，翻訳性能とモデル内部状態
の関係性を検証した．


